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特 集II:三 田 にお け る マ ス ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ン研 究 の 系 譜 と展 開

世 論 研 究 の 系 譜 ・ 現 状 ・ 課 題

政治 ・社 会理 論 の フロ ンテ ィア

真鍋 一史

1.は じめに

 筆者 は 「世論研 究 の系譜 ・現状 ・課題」 とい うテ ーマ を取 りあげ たが、執 筆の分 量 の関

係 と、 さ らに 「三 田にお け る研 究の系 譜」 に関 して はす で に他 のパ ネ リス トの方 が詳細 な

準 備 を され てい る とい う ことで 、 ここで は直 ち にこの研 究領域 の世界 の現状 と三 田 にお け

る研 究 の課題 とい った点 につい て論 を進め てい きたい。 ただ、 その 際の視座 、つ ま りどの

ような視 座 に立 って 、 この研 究領域 にサ ーチ ライ トの光 を当て てい くのか とい った こ とに

ついてはや は り触れてお かなければ ならない。

 そ の視 座 とは、 まず第 一 に、 「政治 ・社会 理 論の フロ ンテ ィア」 とい った もので あ る。

い うまで もな く、 この表現 は、慶..義 塾 大学 法学部 政治学科 開設 百年 記念論 文集 の タイ ト

ル をその まま借 用 した もので あ る。編 者の 田 中宏、大 石裕 は 「「フロ ンテ ィア』 とい う用

語 に は、周 知の ように 『知 識の最 前線 」 とい う意 味が あ る。(中 略)し か しそ れ と同時 に、

「境 界」 あ るい は 「辺境』 とい う意味 が含 まれて い るこ ともわれわ れ は承知 して い る。 わ

れわれ は、慶磨 義塾大 学法 学部政 治学科 にお け る政 治 ・社 会分野 とい う、 きわめ て緩や か

な結 束 を もつ 「知的共 同体 』の なかで 、意識 す るか否 か は別 に して 、政治理論 と社 会理論

とい う二 つの領域 の 『境界』 を往復 しなが ら教 育 を受 け 、理 論研 究 を進 め て きた」 と記 し

てい るが 、筆者 は寡 聞 に して慶磨義塾 の政治学科 におけ る固有の状 況 をこれほ ど見事 に表

現 した文 章 をほか に知 らない。筆者 が世論研 究 をテ ーマ として選 ん だのは ま さに この よ う

な 「知的 共同体」 の なか において であ った。 ここで 、 この ような表 現 を借 用 した所 以 は、

何 よ りも世 論研 究 とい う領域 がす ぐれ て政 治理論 と社 会理論 とい う二つ の領域 の 「境 界」

に位置す る ものであるか らにほか な らない。

 つ ぎに 、第二 の視 座 は、社 会科 学 にお け る社 会 的現実(reality)へ の ア プ ローチ の方 法

の 「実 証主義 的方法」 と 「解釈 主義 的方法」 とい う二 つの流 れ に対応 してい る。 世論研 究

とは、 つ まる ところ同時 代のお け る集 合意識 の現象 を分析 す る もの と理解 す るな らば、 こ

の ような社会 現象 を観 察 す る技 法 には 「社会 現象 がそ の上 に痕 を残 して い るとこ ろの諸資

料 を分析 す る方法 」 と 「社 会現 象 を直接観 察す る方 法」 の二 つが あ る(M.Duverger,深 瀬

忠 一 ほか訳 『社 会科 学 の諸 方法 」勤 草書 房 、1968年 、93-94頁)。 具 体 的 いえ ば、前 者

65



三田社会学第4号(1999)

には新 聞や雑誌 の記事 な どの 「内容分析 」 と 「記 号論 的分析 」が 、後者 には質問紙 を用 い

た標 本面接 法 に よる 「世論 調査」 が あ る。 ここで、第 二の視 座 とい うの は、た とえば前者

にお け る 「内容 分析 」 とい う実 証主義 的方 法 と、「記 号論 的分 析」 とい う解 釈 主義 的方 法

との方法 論 的差異 をど う考 えるか とい う点 をめ ぐって展 開 され る。 この点 につい ての筆者

の立場 は とい う と、それ はこれ ら二 つの方法の いず れがす ぐれて いるか を探 究す る よ りも、

む しろ こ れ ら二 つ の 方 法 の 協 力 関 係 の 可 能 性 を模 索 す る とい う 「方 法 論 的 多 元 主 義

(S.N.Eisenstadt)」 の立場 とで もい うべ きもの であ る(こ の点 につ いて は 「メデ ィアの記

号論」「広告の記号論」r記 号の百科」 三省 堂、 を参照 されたい)。

2.世 論研究の領域 一政治文化の研究の系譜一

 世論研究 を、ひとまず世論調査 という大量観察の技法を用いた研究 というものに限定 し

て捉えた場合、すでに述べたような視座、つ まり政治理論 と社会理論の境界領域 という視

座からす るならば、現在、世界的に注 目されている一つの研究領域 として、「政治文化の

研究」(そ してそれ と問題関心の深い ところで密接に関連 している 「価値観の研究」)を あ

げなければならない。

 さて、ここで世論研究の諸領域の一つとして 「政治文化の研究」 を取 りあげる筆者の問

題関心 を整理 してお きたい。

 (1)筆 者 の 問題 関心 は 「世論 調 査(public opinion poll)」 あ るい は 「質問 紙調 査(survey

  research)」 一 こ こで は、 P.Lazersfeldに よ って従 来 の 「世 論 調 査 法」 が 「因 果 推 論

  法」 と融 合 されて 「質 問紙調査 法」 に まで高め られ た(高 根 正昭r創 造 の方 法学」 講

  談社 、1979年 、96頁)と い う理解 に立 って いる一 とい う技法 が、戦後50年 の間 に、

  社 会科学 と くに政 治学 の領域 にお いて 、 どの ように位 置づ け られ る ようにな って きた

  か を、一つ の研 究 の系譜 に焦 点 を合 わせ なが ら、 明 らか に して み よ うとい う とこ ろに

  あ る。 そ れ は、具 体的 にい えば、世 論(あ るは質 問紙)調 査 デ ー タに よる比 較政 治文

  化研 究 とい う系 譜であ る。

 (2)筆者の もう一つの問題関心 は、「実証研 究の紹介の仕方」 と 「調査データの公開の

  方向」 というところにある。まず前者の側面については、筆者 は、実証研究の紹介に

  おいては、個々の命題が どのような方法によって検証 されたものであるかを、 しっか

  りと跡づけてい くことこそが重要であると考 えている。そ もそ もある命題の定立は・

  その命題の検証の方法 と不可分のはずである。そこで、その ような方法か ら離れた

  「命題の一人歩 き」 を許すような研 究の紹介の仕方には、大 きな危険が内在 している

  といわなければな らない。ここで方法 という場合、いうまでもな く、そ こには1.社

  会現象の観察の方法一 ここでは世論(あ るいは質問紙)調 査 という観察の方法一 、2.

  観察に もとついて収集 されたデータの解析の方法(indexやscaleの 構成方法 も含め

  て)、 とい う二つの側面が含 まれる。そ して、この二つの側面における方法の検討 と
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  開発の ため には、や は り調査 デ ータの公 開 とい う方向 が必要 に なって くる。 この要 請

  にこた えるのが いわゆるデー タ ・ライブラ リーの構 築であ る。

 以上 の 二つ の 問題 関心 の うち、(2)に つ い て はつ ぎの セ クシ ョンで改 め て取 りあ げ るこ

とに して、 ここでは(1)に 関 してやや詳細 に述べ てい きたい。

 政 治学 、 と くに比較 政 治学 の分 野 の一 つ に政治 文化(political culture)の 研 究 の系 譜 が

あ る。政 治文化 は どの よ うに定 義 され て きたか とい うと、た とえばS.H.Beerは 「あ る社

会の一 般文 化の い くつ かの特 定の側 面 は、 と くに政府 はい か に管 理 され るべ きか 、 またそ

れが果 たす べ きこ とは何 か 、 とい うこ とにか かわ って くる。文化 の この部分 をわれわれ は

政治文 化 と呼ぶ ので ある。社 会の一 般文化 と同様 に、政治 文化 の主要 な構成 要素 は価値 、

信念 お よび感情的態 度 であ る」 と述べ てい る。 また、G.A.AlmondとG.B.Powell Jr.に よれ

ば 、「政 治文 化 は政治 体系 の成 員 の政 治 に対 す る態 度や オ リエ ンテ ーシ ョンの型 であ り、

そ の構 成要 素 として は認知 的 オ リエ ンテ ーシ ョン、感情 的オ リエ ンテ ーシ ョン、お よび評

価 的 オ リエ ンテ ーシ ョンが含 まれる」 とい う。LW.Pyeも 「政 治文化 は、政 治過 程 に秩序

と意味 を与 え、政治体 系 内の行動 を支配 す る基礎 的な諸前 提や ル ール を供給 す る態度 、信

念 、感情 のセ ッ トで あ る」 と定義 して い る(真 鍋一 史 『社 会 ・世 論調 査の デ ータ解析」 慶

慮通信 、1993年 、233頁)。

 以上 の ような定 義 を見 るか ぎ り、政治 文化 は 「政 治的対 象 に対 す る人 び との オ リエ ンテ

ーシ ョンパ ター ンの分 布状態 」 を指 してい る とい え るの であ り、そ の ような もの と して定

義 され る政 治文 化 を捉 え る方 法 として は、 「世 論(あ るい は質問紙)調 査」 とい う技 法 が

きわめ て有効 であ る こ とが容 易 に理解 で きるので あ る。 こう して比較 政治学 の領域 にお い

て 「世論(あ るい は質問紙)調 査 法」 がそ の威 力 を発揮 す るこ とにな ったのであ る。 しか

しこの よ うな政治文化 の研 究 において もい くつか の曲折 が見 られ る。 そ こで、つ ぎに政 治

文化 の研 究の系譜 を四つ のステージに分けて概観 してお きたい。

 (1)前 史(1930年 代 一40年 代):「 ある 国家 を構 成 す る多 くの人 び とに見 られ る持続 的

  なパ ーソナ リテ ィ特 性」 と して概 念化 され る国民性(national character)の 研 究 は、

  第二 次 世界 大 戦 中の 戦 時研 究一 そ こで は敵 味方 の 国民 性 を知 る こ とが 目標 とな った

  一 に 由 来 す る が 、 そ の 第 一 の 系 譜 が 「文 化 と パ ー ソ ナ リ テ ィ(culture and

  personality) 」 の視 点 か らの ア プロ ーチで あ っ た。 ア メ リカの文 化 人類学 は心 理 学

  や精神 分析 学の 影響 の も とに、一定 の社 会の文化 の あ り方 と人 び とのパ ーソナ リテ ィ

  との関 係 に焦 点 を合 わせ た。 そ の基 本 的 な視 座 は、RBenedictやM.Meadの 諸研 究

  に典型 的 に見 られる ように、育 児様式 と社会化(socialization)の 影響の分析 であ った。

  そ こで、 いわ ゆる心理 還元主 義が問 題 とされ るこ とにな り、そ れに対す る リア クシ ョ

  ン と して第二 の系 譜 が 出現 す る。 そ れ は、A.Inkelesに 代表 的 に見 られ る ように、 国

  民性 をあ る社 会 にお け る統計 的 頻度 の分 布 ‐modal personality‐ と して捉 え よう と

  い う考 え方 であ り、 こ こにお いて初 めて 「世論(あ るい は質問紙)調 査 法」 がその威
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  力 を発揮 す ることになる。

 (2)隆盛 期(1950年 一70年 代):政 治 文化 の研 究 は、 この時期 にそ の最 盛期 を迎 える。

  方 法論的 には、一方 にお けるサ ンプ リング と質問紙(調 査 票)を 用 いた 「世 論(あ る

  いは質問 紙)調 査」 の方法 と、他 方 におけ る 「内容 分析」 の方 法、 の発展が 特筆 され

  る。代表 的な研 究 と して、つ ぎの三つ の もの をあ げてお きたい。

   1.ミ シ ガ ン大 学 に お け る 「ア メ リ カ大 統 領 選 挙 に 関 す る研 究 」(A.Campbell,

    P.Converse, W.Miller, D.Stokes)

   2.プ リンス トン大学 とス タンフ ォー ド大学 におけ る 「市民文 化(civic culture)に 関

    す る国際比較研 究」(G.A.Almond, S. Verba)

   3.ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 に お け る 「発 展 途 上 国 の 近 代 化 に 関 す る 国 際 比 較 研 究

     (A.lnkeles,D.Smith)

(3)批判期(1960年 代 一70年 代):政 治 文化の研 究 に対 す る批 判 はつ ぎの二つ の方向 か ら

 出て きた。

   1.1960年 代終 わ りか ら70年 代初 め にかけて の 「ラデ ィカル運 動」 と、その延 長

    線上 にあ る 「ネオ ・マ ル クス主義」 と 「従 属理 論」 か らの挑 戦:そ こでは 、一

    方 にお いて社 会科 学 の客 観性 が抑圧 と搾取 を隠蔽 す る イデオ ロギ ー と して批 判

    され る と ともに、他 方 にお いて 人び との価 値 や態 度 に独 立 した説 明力 をもたせ

    るこ との妥 当性 に疑問が投 げかけ られた。

   2.A.DownsやW.Rickerを は じめ とす る 「合 理 的選択(rational choice)」 「公 共選

    択(public choice)」 の研 究 か らの攻撃:人 び との さまざ まな政治行 動 は 「合理 的

    な利益 の最大化」 とい う点 か ら説 明 され、 「政 治文 化」 は所与 の ものにす ぎない

    とされる。

(4)復活期(1980年 代 以 降):一 方で は 「文化 帝 国主義 」 や 「文 化 的 ナシ ョナ リズ ム」 を

 は じめ とす る さま ざまな文化理論 が政治文 化の研究 の内容 に取 り入 れ られ る とともに、

 他 方 で は さま ざまなサ ブ ・カ ルチ ャーへ の 目配 りの視 点 に立つ実 証 的 な比 較研 究 が進

 め られ るこ とに なる。 この ような政治 文化 の研 究 の 「リバ イバ ル」 あ るい は 「ルネ ッ

 サ ンス」 の旗手の一人が 、RJnglehartで あ った。

3.R.Inglehartの 「世界価値観調査 」

  一 脱物 質主義 的価値観 とポス トモ ダ ンの価値観一

 四半世紀 にお よぶR.Inglehartの 一 連の研 究 の成果 につ いて は、 日本 で も 『静 か な る革

命」(三 宅 一郎 、金丸輝 男、富 沢克訳 、1978年)、 「カルチ ャー シフ トと政治 変動」(村 山

皓 、富 沢 克、武 重雅 文訳 、1993年)の 二つ の著書 の 翻訳 出版 をは じめ、 政治学 、社 会

学 、心理 学 な どの諸領 域 にお ける さま ざまな紹 介論 文、 あ るい は随所 での引用 とい った形

での、多様で広範 な紹介 と議論 が なされて きてい る。
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 筆 者 も InglehartのModernization and Postmodernization:Cultural, Economic,and

Political Change in 43 Societies, Princeton University Press,1997の 中心 的 な部分 を 「近

代 化 とポ ス ト近代化:経 済発展 と文化 変化 と政 治変動 の相互 の関係 の 変化」 と して訳 出 し

た(「 関西学 院大学社 会学部紀 要」第77号 、1997年)が 、 その内容 は ご くお お まかに以

下 の ように まとめ るこ とが で きるであ ろう。

 世界 の国 ぐにで価 値観 の変容 が始 まって お り、それ が各 国の政 治や経 済や社 会 の再編成

を促 しつ つあ る。Inglehartは この よ うな価値観 の変容 を「世界 価値観 調 査(World Values

Survey)」 と名づ けた大 規模 な国際 比較 調 査 に よって検 証 して きた。1981年 、1990年 、

1995年 と調査 はす でに3回 実施 され、現 在 は1999年 一2000年 実査の4回 目の調査が

進 め られてい る。 これ まで世界 の60か 国(地 域)以 上 を対 象 に調査が な されて いる。 こ

れ ら対 象国(地 域)は 人 口で は広 く世 界 の75%ま で を占め、 また国民 一 人当 た りの年 間

所得 で はそれが300ド ルに とどまる国か らその100倍 に もお よぶ国 までの大 きな幅 をも

ち、 さ らに市場経 済 と民主 主義の 長い歴 史 を もつ 国 ぐにか ら旧社 会 主義 国、権威 主義 国、

途上 国 といった多様 な政治 ・経済 の形態 の国 ぐにを含 んでいる。

 この継 続 的 な国際比 較調査 か ら以下の こ とが 明 らか とな った。 産業化 以前 の段 階 にあ っ

て 、い まだ欠乏 と戦争 の危機 を経験 してい る国が 「物 質 と安 全」 に優先 順位 を置 くの に対

して 、繁栄 と平和 の脱 産業化 の段 階 にあ る国 は 「帰属 、尊敬 そ して 自己実現」 に優 先順位

を与 え る。前 者 は 「物 質 主義的 価値観 」、後 者 は 「脱 物 質主義 的 的価値 観」 と呼 ぶ ことが

で き るが 、 さ ま ざ ま な 国 が 「豊 か な社 会 」(J.K.Galbraith),あ る い は 「脱 産 業 社 会 」

(DBel1)の 段階 に到達 す る に ともなって 、その ような 国にお け る中心的価 値観 はいず れ も

「脱物 質主義 」 の方向 に向 か う。 そ して この よ うな 「脱物 質主義 的価値 観」 は さ らによ り

広 い 「ポ ス トモ ダ ンの価 値観 」の一部 を構 成す ることになる。

 で は 「ポス トモ ダ ンの価値観 」へ の移行(シ フ ト)と して、具 体的 には どの よ うな内容

が考 え られ るであ ろ うか。 それ は、 た とえ ば 「経 済成 長か ら環境 保 護へ 」 「経済 的 問題 か

ら文化 的 問題へ 」 「異 質性 へ の拒 絶 か ら異 質性 へ の寛容 へ」 「効 率 か ら意 味へ 」 「官僚 制組

織 に よる管 理 か ら個人 の 自律 性 に も とつ く管理 へ」 な どの 諸相 であ る。 「ポス トモ ダ ンの

価 値観」 には 「主観 的 よい状態(ウ ェ ル ・ビーイ ングあ るいは ウェル ネス)価 値 観」 も含

まれる。

 そ れで は、 この ような移 行(シ フ ト)は 、 どの ように して起 きるので あ ろうか。 この こ

とを説 明す る ため の一 つ の説 明原 理 と して 「効 用逓 減 の法 則」 とい う考 え方が 導 入 され

る。つ ま り豊 か さの もた らす社会 の発 展 に よって 「モ ダ ンの価値 観 ・生存価 値観 ・物 質主

義 的価値 観」 が 限界 効用 点 を越 えた と き、 「ポス トモ ダ ンの価 値観 ・主観 的 よい状 態価 値

観 ・脱物 質主義 的価値 観」 が選択 され る ように なる とい う考 え方 で あ る。 この よ うな説 明

原理 は 、経済 成長 と平 均寿 命 との 関係 、経 済成 長 と主観 的 よい状態 価値 観(「 幸 せ 感」 と

「生活 満足 感」 に よって測定 され る)と の関係 の場合 に も同様 に援 用 で きる。そ れ は社会
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が豊 かに なる につ れて 、人 び との平均 寿命 、幸せ 感 、満足 感の レベ ルは急激 に高 まって い

くが 、あ る点(具 体 的 にい えば、 た とえばGNPで$10,000と い う点)を 越 え る と、両者

の関係 はい わば 「横 ばい」の カーブ となって しまう とい うことであ る。

 こ う して 「ポス トモ ダンの価値観 」 の出現 に と もな って、政 治や経 済や社 会の 諸領域 に

新 しい変化が引 き起 こされ るこ とになる とい うので ある。

 以 上 におい て、政治 文化 の研究 の リバ イバ ルあ るい はル ネ ッサ ンスの旗手 の一 人 と され

るR.lnglehartの 研 究 の概要 につ いて やや詳 細 に紹介 して きた。 しか し、い うまで もな く

政治 文化 の研 究 の復活 はInglehartに 代表 され る研 究 の ラ インにお いてのみ 見 られる わけ

で はな い。た とえ ば、 アメ リカ合 衆国 にお ける政治 文化研 究の復 活 を示す一 つの 具体 的な

事 例 として 、Westview Pressに よる 「政治文 化研 究 叢書」 の出版 事業 とい った こ とが あ

げ られ るが 、 そ こで この叢 書 の編 者 で あ るA.Wildavskiは 「政治 文化 の研 究へ の さ まざ

まな多様 なアプ ローチ 、方 法 、概 念 とい うこ とこそが この叢書 の特 色で ある」 と誇 らしげ

に 述 べ て い る(DJ.Elazar,The American Mosaic:The Impact of Space, Time, and

Culture on American Politics, Westview Press,1994)0

 さて 、で は、 この ような世界 的 な研 究の現 状 に鑑み て、三 田 におけ る研 究 の課 題 と して

は何が 考 え られ るので あ ろ うか、あ るい は何 を考 えなけれ ば な らない であ ろ うか。 この点

につ いて、 ここでぜ ひ とも提案 して お きたいの は、 この よ うなテーマ をめ ぐる国際 共同研

究 とい うこ とで あ る。筆 者 はす で にInglehart教 授 とこ こ数年 にわた って この ような試 み

を始 め てい る。 そ の具 体 的 な内容 は 、「世 界価 値観 調 査 デ ー タ」 の(1)共 同利 用 の ため の

準備 作業 と、(2)二 次 的分 析 の試 み、 の二 点 に ま とめ られ る。 まず(1)に つ いて は、 この よ

うな作 業 は多大 なエ ネル ギー ・時 間 ・資 金 を要 す る もの であ り、 とて も一 人の研 究者が 単

独 で取 りくめ る ような もの で はない。 そ こで 、 ひ とまず筆 者の所 属 してい る関西学 院大学

を中心 に研 究 チ ーム を構 成 し、 その基 礎作 業 に と りかか った。 そ の成果 が 、 「R.Inglehart

の 『世界価 値 観調査 デー タ』 の二 次的分 析 のた めの準備 作業(1)(2)」 『関西 学 院大学社 会学

部紀要」(第75号 、第76号)1996年 、1997年 、であ る。

 つ ぎに、(2)に つ い て は、 さ まざま な可 能性 が考 え られ る なかで 、Inglehart教 授 と筆者

との問題 関心 の重 なるテ ーマ と して、「Subjective Well-being」 とい う課 題 を選 び、その 国

際 比較 の視 点 に立つ探 索 的 デ ー タ解析(exploratory data analysis)を 進 め て きた。 その 成

果 が 、真 鍋一 史、R.lnglehart「Well-beingの 構 造 の国 際比 較」 『関西 学 院大学 社 会学 部紀

要」(78号)、1997年 、であ る。

 筆 者 は、現在 、 この よ うな 国際共 同研 究の さらな る広 が りの可 能性 を検 討 してお り、 そ

れが この三田社会学会 での こう した提案の動機づ け とな ってい るの である。

4.世 論研究の新動向 一国際比較調査 とそのデータ ・ライブラリー

現在、世論(あ るいは質問紙)調 査の方式で実施 されている大規模 な国際比較調査の双
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壁 として、す で に述べ たR.lnglehartの 主 宰す る 「世 界価値 観調査」 とと もに、世界 の30

か 国が 参加 してい る 「国際社 会調 査 プロ グラム(International Social Survey Programmeニ

ISSP)を あ げ るこ とに異 論 を唱 え る者 はい ないで あ ろ う。ISSPは 、 もと も と ドイ

ツ ・マ ンハ イムの 「世論 調査 の方 法 と分析 の ための研 究 セ ン ター(ZUMA)」 が二 年 に一

回行 ってい る一般社 会調 査(ALLBUS)と 米 国 シカ ゴ大学 の 「全 国世 論調査研 究 セ ン

ター(NORC)」 が毎 年行 ってい る総合 社 会調査(GSS)の 二 つの プ ロジェ ク トが 中心

とな り、 そ こに各国の 大学 ・研 究 所 ・調 査機 関 な どが加 わ り、1984年 に設 立 された 国際

比較 調査 グル ープであ る。 日本 か らはNHK(世 論 調査部)が1992年 度か ら正 式の メ ン

バ ー と して加 盟 してい るが、筆者 はNHKか らの依 頼で1997年 度か ら日本代表 の一 人 と

して総会 ・質問原案作成委員会 ・研 究発表会 に参加す るこ とにな った。

 ここで、世 界 にお け る世論 研究 の現状 と、 それ を踏 まえての三 田 におけ る研 究 の課題 と

い う視 座 か ら して重要 と考 え られ るの は、 この ような国際比 較調査 グル ープの形成 の その

研 究 交流 とい うことだけで な く、 この ような国際協 力 に もとつ く各 国での実査 の後 、そ の

よ うに して収集 され たデ ー タを整理 ・保管 ・活 用す るた めの手立 てが しっか りと取 られ て

い る とい うこ とであ る。そ れは、具 体的 にい うな らば、ISSPの 調査 デ ータの保 管セ ン

ター(い わゆ る 「デ ー タ ・ラ イブ ラ リー」)を 、1986年 以 来 ドイツ ・ケル ン大学 の 「実

証 的社 会 調査 の ため のデ ー タ保 管セ ン ター(ZA)」 が務 めて お り、各 国 は実査 後 、各 年

次 の調査 デ ー一タをZAに 送 るこ とが 義務づ け られ てい る。ISSPの 加盟 機 関 はいつ で も

ZAに イ ンターネ ッ トで アクセス して、 デー タを引 き出す こ とがで きる。 さらに加 盟機 関

以外 の者 も有料 でデ ー タを利 用 で きる。つ ま り、 「世界価 値 観調 査」 と 「ISSP調 査」

が国際比 較調 査の双壁 とな ってい るの と同 じように、 この ドイツ ・ケル ン大 学のZAと 米

国 ミ シ ガ ン 大 学 のICPSR(Inter-University Consortium for Political and Social

Research)は 、 その歴 史が古 く、 これ まで各 国の さ まざ まなデ ー タ ・ラ イブ ラ リーの 設立

を牽引す る役割 を担 って きた とい う意 味 にお いて、 世界 のデ ー タ ・ライ ブラ リーの双壁 と

な っている とい うこ とであ る。

 この よ うな世論 調査 の デー タ ・ラ イブラ リー をめ ぐる世界 の動 向 に刺 激 されて、 日本 に

お いて もようや くデー タ ・ライブラ リー設立 の機運 が熟 して きた。 日本 にお ける デー タ ・

ラ イブ ラ リー設立 の 意 義 につ い て は 、筆 者 に よる小論 、 「情 報 の収 集 ・整理 ・加 工 ・保

存 ・活用一 デ ー タ ・ライブ ラ リー設 立の 意義一 」 『情 報通 信学会 誌J43、1994年 、 を参

照 された いが 、 この よ うな機 運 は東京 大学社 会科 学研 究所 、筑 波大 学社会 工学系 、札 幌学

院大学 社会 情報学 部、 日本世 論調査協 会 な どにおい て見 るこ とがで きる。 こう して 、世 論

研 究 の領域 にお け る三 田の課題 とい うこ とに関 して筆者 が何 をい わん と して いるか は もは

や明 らか であ ろ う。そ れ は、 デ ータ ・ライ ブラ リーの展 開 とい うこ とにおけ る三 田の貢 献

の可能性の検討 とい うことにほか な らない。
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